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＜連絡事項＞
・重度かつ慢性期患者評価を、各担当患者様分を担当スタッフで評価して頂いていました
が、その結果をお知らせします。重度かつ慢性期患者に当てはまる方は、21名/34名中
　となっています。全項目当てはまる方は曽我　正子様、前回より評価が悪くなっている
方は木村　美智子様、井上　和美様、犾守　佑太様となっています。個別で評価した物
をケアプランなどに活用して行きましょう。次回は、12月に実施します。

・入院期間も長くなり「当たり前のように生活に必要な物が提供される」と言う環境にな
れ、社会生活における自活能力の低さや消極的となってしまっているのが現状である。
患者様自分自身が、自分の生活を考えて行動する事により、病状の回復につなげていけ
るように、自発性・セルフケア能力の向上を図ること、陰性症状の改善などを含め、慢
性期の患者様へのケアをどのように展開していくかが、課題である。退院支援の一環と
して、小グループでのミーティングを検討中です。現在行っている外出プログラムを発
展させたり、3年ほど前実施していた小グループのプログラムを参考にしていきたいと考
えています。又、地域で生活している方を招いてミーティングに一緒に入って頂き、ア
ドバイスや実際の生活でしている事を話してもらう場で(ピアサポート)も考えています。
担当者も決めていくので後日連絡します。

＜患者様連絡事項＞
・佐々木　淳様～母様より、9/1（土）15：00～9/2（日）16：00迄で外泊希望あります。
明日、診察で確認してください。許可が出ない時だけ母様へ連絡する事
としています。

・原　吉郎様～クロザリルを導入するにあたり、薬局からパンフレットをもらいました。
[bookmark: _GoBack]病棟のスチール棚の上にありますので、確認して下さい。クロザリルを服用すると感染症にかかりやすくなるので、症状や検査データに合わせて対応して行きましょう。

＜要注目患者様＞
・瀧澤　杏奈様～食事摂取量少ない為、昨日の朝より、朝のみ菓子パンへ変更となっていますが、朝は1/2程摂取され、昼は「食欲ないので食べません」と話し不食されています。食事の摂取を第一に考えて、ゼリーはオヤツの時間に摂る様に説明しています。服薬の拒否はなく服用されています。「お粥に何か入れられているかも知れないから」と被毒妄想聞かれることはありますが、本日は妄想発言や不穏となる事はありません。精神症状を観察しながら、症状が安定するよう介入していきましょう。

・沼山　深雪様～昨日準夜帯、三男様から電話あり、退院日について「9日に退院するのには不安があります。入院前の様にはならないですか」と話しています。息子様側が受け入れ可能になるまでの時間が多少必要であり、9日と限定した日にちは一旦取りやめて考えるとの事です。退院は9日と限定せず再考する事、必要であれば、息子様の不安要素に対する対応として、家族向けの疾病教育も主治医から指示をもらい行える事を伝えています。主治医へも架電内容を伝える事を話し、「自分も考えてみます。」との事です。

・松谷　さと子様～昨日、姉様と外出され国民健康保険の全額支払いと、嗜好品含め8700円支払いして来ています。外出時、蜂に(右の小指、左の上腕、左頬)3ヶ所刺されており、深澤Drへ報告しクーリングの指示を受けています。ショック症状はなく、大声を出しながら落ち着きなく歩いており準夜帯でも、落ち着きなく多動多弁声高で、「蜂の巣を取ってもらうに姉に電話する」「119番に電話して取ってもらう」と次々訴えています。スタッフの説明には、納得出来ていません。その後も落ち着きなく冷凍庫を開け閉めしたり、まとまりなく話しています。消灯後も寝たり起きたりを繰り返しては訴えあり、他者の睡眠の邪魔になっている事を伝えるが理解出来ていません。本日は、息子様の隣に座り、美容雑誌を見ながらの話掛けが多く、息子様が作業に集中できないので再三の声掛け要しています。蜂に刺された部位の悪化がないか、精神症状の観察もしていきましょう。
・成田　富士子様～本日は、血糖測定、インシュリンには拒否なく応じ作業やリハプロへも拒否無く参加出来ています。眼鏡のフレーム修理について、精神的に外出できる状態に落ち着いたらスタッフへ申し出るよう伝えられていますが、本人は、「糖尿病が落ち着いたら行くって事になっています」と話しています。気分変動や感情の変化が見られているので、症状を確認しながら、他者トラブルに注意し状況に合わせた対応していきましょう。

＜深澤Ｄｒケース検討＞
・内田　都影様～妄想的な訴えをする事はありますが、易怒的となる事はなく落ち着いて過ごされています。本日姉の面会あり、小遣い（洗濯代1200円、電話代70円）、嗜好品や煙草7個を持って来られています。本人が家族へ返したい衣類があり、姉へ渡そうとしていますが自分本位な訴えが聞かれ、衣類は渡さず病院にあるもので生活するよう姉が本人へ話しています。姉様の話を聞き入れる事は出来ています

・澤口　利香様～8/26「突然死んでしまいたくなった」と希死念慮があり、頓服薬を使用しています。それ以降は訴え聞かれずに経過しています。一昨日、排便が－6日目でグリセリン浣腸実施していますが排液のみとなっています。その後も残便感あり下剤を服用しています。排便状況の観察をしていきましょう。引き続き、本人様の思いを傾聴し精神状態や所在確認をしていきましょう。

・木村　美智子様～日中は、ホールと廊下をシルバーカーを押しながら移動しています。危険行為は見られず落ち着いていましたが、ベッド上に立ち上がっている事があり、スタッフ介入しています。定期薬が変更となっていますので引き続き、精神症状の観察をしていきましょう。

・巴　勇樹様～青山荘見学の為、日程調整中です。SWより御家族も見学に来れるのか確
　　　　　　　認あり担当スタッフは確認してください。

・松永　勘五郎様～治験中です。9/11で治験終了となりますので、今後について御家族やＳＷと話し合いながら進めていきましょう。

・五日市　規様～治験中です。断続的に壁叩きが見られる事はありますが、妄想発言はなく夜間の睡眠もとれています。入浴は、週3回入浴されています。
